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現在、患者図書室の貸出登録者数は 1000 人を超え、昨年 1 年間の
利用者数は 1 月あたり来室者 270 名、貸出冊数は 260 冊になってい
る。利用者アンケートでは『ありがたいサービス』『欲しい情報が
得られて助かっている』とお褒めの言葉を頂くことが多くなった。
患者さんやそのご家族が病気や治療について理解を深め、納得して
積極的に医療に参加できるような情報提供ツールとしての患者図書
室の存在が確立してきたように思われる。また広報紙として発行し
ている「こもれび」は、毎月２つのテーマで医療情報を掲載し、約
300 部発行を行っている。執筆した医師が患者会や診察時に患者さ
んに「こもれび」で説明を行うこともある。今年の 2 月には公立図
書館から依頼があり、その図書館で「こもれび」を配置されるよう
になった。「こもれび」が院内の患者さんだけでなく広く地域に向
けて健康教育活動に役立っていると思われる。今年の 3 月には、職
員、患者さんそのご家族に向けて『ＡＰＣについて考えよう』とい
う終活について考えるイベントの開催も行った。これからも患者図
書室発信で教育・啓発活動などにも積極的に力を入れていきたい。
　
